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Ⅲ ま と め
本稿では，イベント指向型教育を行うに当たって生じる問題点を再考するとともに，そのこ
とによって，明らかになってきた，「経験」と「創造性」の関係について述べてきた。
経験値が上がることは非常に良いことではある。しかし，それが「慣れ」になってしまうと，
「創造性」が阻害される。逆に，全く「知らない」ことから「創造性」は発揮できない。
イベント指向型教育を実践するに当たって，「慣れ」を防ぎ，何を「知らない」のかを把握
することが重要であることを述べた。「知らない」ことに関して，あまりにも学生の関心から
離れた知識を与えても効果は少なく，「驚き」が学生の知らないことへの知に誘うことを，実
践例を通して検証した。
（付記）
平成２０年度「私立大学等経常費補助金特別補助 地域共同研究支援」・北翔大学「北方圏学
術情報センター研究費」の助成を受けて実施された。
参考（５分間ストーリー台本）
神
二人の登場人物は男の医師と男という設定になっているが，もちろん，女でも構わない（男
同士，女同士，男と女すべてのパターンでできる）。女で行うときは語尾等をかえて演じて欲
しい。二人とも椅子に座っているが，自由に立ったり座ったりして欲しい。医師の机を挟んで
演じた方が演技のバリエーションが増えるだろう。
照明がゆっくり点くと，精神科の医師の診療室である。夕刻時。医者がカルテに何かを書い
ている姿が浮かび上がる。
外から犬の鳴き声が聞こえる。と，遠雷。
医師 雷か。雨になるのかな。・・・もうこんな時間か。診療時間はとうに終わってい
る。・・・山田君（看護師の名前），次の人いいよ。
看護師からの返事はない。
医師 山田君！もう一人お客が待っていたよね，山田君！
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看護師からの返事はない。
医師 おかしいな。
虚空からノックの音がきこえる。
医師 ？ どうぞ。
激しい雷鳴。一瞬の暗転。
照明が点くと，男が立っている。
男 失礼します。
医師 あ，ど，どうも。近くに落ちましたね，この雷は。
男 ・・・。
雨の音。以下，雨の音に混じって犬の鳴き声が時々聞こえる。
医師 雨になりましたねえ。
男 ・・・。
医師 あ，ええっと。初めてですね。
男 ええ，もちろん。
医師 あれ？カルテがないな。・・・山田君！山田君！
男 驚かないのですか？
医師 驚く？ええ，色々な人が私に話をしに来ますからねえ。それで，その，どうしまし
たか？
男 はあ，その，今日はどうしても先生の所にこなければなりませんでした。
医師 ほう，またどうして。
男 必然です。義務と言ってもいいかもしれません。とにかく先生の所に来なければな
りませんでした。
医師 ああ，そうですか。なるほど。・・・ま，リラックスして，どんな些細なことでも
話してみて下さい。
男 は？はあ。
医師 で，今はどんな悩みがあるのですか。
男 悩み・・・ですか。
医師 困ったこととか。
１４５
男 困ったこと。
医師 さあ，とにかくリラックスして話してみて下さい。
男 困ったことといえば・・・神が私の前に現れたのです。
医師 ほう。
男 驚かないのですか。
医師 別に珍しいことではありません。
男 はあ。
医師 どんな神ですか？
男 え？
医師 神といっても色々な種類の神がいるでしょう，キリスト教の神や，日本の神々，ヒ
ンズー教からゾロアスターの神さま二人，はたまた貧乏神まで。・・・で，どちらの
神で？
男 その神は・・・，おひとりです。
医師 ああ，一神教の神ねえ。
男 先生，何か私を馬鹿にしていません？
医師 まさか！
男 私をキチガイか何かのように思っていません？
医師 あなた，私はかりにも医者ですよ。
男 でも，私の言葉を信じていない。
医師 あなたの言葉は信じています。しかし神の存在となるとまた話は別です。私は科学
者ですからねえ。しかしそれはどうでもよいことです。
男 はあ。
医者 しかし分からない。
男 分からない？
医師 ああ，つまり，神が現れると何か不都合なことでも？
男 不都合って・・・。
医師 つまり，なぜあなたは私のところに来たのですか？
男 先生は，その，沖田先生ですよね。
医師 ええ。
男 精神科の権威だ。
医師 それほどでもないですけど。いや，別にお世辞を言われたから言うわけじゃないの
ですけど，私にはあなたが私の治療を受けなければならない理由がよく分からないの
です。あなたの前に神が現れた。結構！ただそれだけであなたがくよくよ悩んで私の
診察を受けなければならないと考える，その理由がどうも私には理解できないのです
よ。
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男 くよくよ悩んで診察を受けにきたわけじゃないのですが，・・・困っているのです。
医師 困る？
男 先生，そうおっしゃったでしょう。何か困ったことがないかって。だから話してい
るのです。先生！一神教の神ですよ。その神が毎夜毎夜現れて「私は唯一無比の存在，
神だ。」と宣（のたま）う。毎夜ですよ。
医師 寝られない？
男 いえ，私は何があっても寝るときはグッスリ寝られます。
医師 ほう。
男 ただ，ぱっと目を覚ますと，その神がいて，「私は唯一無比の存在，神だ。」と宣う
のです。そして私はまたグッスリ眠る。
医師 なるほど。それじゃ，なおさら別に困ることはないじゃないですか。寝られるのだ
から。
男 でも，その・・・
医者 なにか？
男 イライラします。
医者 イライラする？
男 目がさめる。するとその神が現れたことを思い出す。するとこう，腹がたってくる
のですよ，何言ってやがる，ってね。
医師 なるほど。しかし，あなた。別に実害があるわけじゃないでしょう。
男 実害ねえ。確かに今の所はありません。でもこう，腹がたって。
医師 慣れますよ，慣れます。そうだ，もしくは発想を転換させて，そのこと自体を受け
入れればいいじゃないですか。
男 受け入れる！「私は唯一無比の存在，神だ。」それを受け入れるのですか！それだ
けはできません。
医師 なぜですか？別に不都合はないでしょう。
激しい雷鳴。
男 ・・・どうも話がかみ合わない。分かっていませんね。
医師 分かっていない？
男 ええ全然。先生が何か困ったことはないかと言ったので話し始めましたが，私は私
の仕事のためにここにいるのです。
医師 仕事のため？
男 ええ。とにかく，私には「唯一無比の存在，神だ」って言葉だけは受け入れらない
のですよ。私は死神です。先生を迎えに来ただけです。
１４７
驚愕する医師。
犬の遠吠え。
医師が苦しそうに倒れこむ。男のシルエットが浮かび上がる。
了
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